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令和7年度大学院自然科学教育部の改組における入学試験について 
 

 

熊本大学では、令和7年4月に大学院自然科学教育部の博士前期課程及び博士後期課程に「半導体・

情報数理専攻（仮称）を新設するとともに、博士前期課程の機械数理工学専攻を「機械システム工学

専攻（仮称）」、情報電気工学専攻を「電気電子工学専攻（仮称）」に改組する予定です。 

 これに伴い、博士後期課程の令和7年度入試（令和6年度実施）は、この改組に係らない理学専攻、

工学専攻のみ通常期に入試を行い、新設される半導体・情報数理専攻（仮称）については別途入試を

行います（令和6年9月以降を予定）。別途実施の入試については、7月頃に募集要項を公開予定です。 

 

参考：令和７年度大学院自然科学教育部の改組に伴う入学者選抜方法に関する予告（令和6年3月25日）  

 

自然科学教育部における改組は、現時点で計画中のものであり、文部科学省の審査結果等

により、以下に掲載する名称等については今後変更になる可能性があります。 

 

https://www.fast.kumamoto-u.ac.jp/gsst/wp-content/themes/youplan/img/files/admission/R7%E5%85%A5%E8%A9%A6%EF%BC%88R6%E5%AE%9F%E6%96%BD%EF%BC%89%E8%87%AA%E7%84%B6%E7%A7%91%E5%AD%A6%E6%95%99%E8%82%B2%E9%83%A8%E5%85%A5%E5%AD%A6%E8%80%85%E9%81%B8%E6%8A%9C%EF%BC%88%E4%BA%88%E5%91%8A%EF%BC%89.pdf
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大学院自然科学教育部の理念・目標 
 
 
 

 

 

 

 

アドミッション・ポリシー 
 

博士後期課程 

 
自然科学の広範な分野に対する興味と教養ある社会人・国際人としての自覚を有し、深奥な真理の探求や

科学技術の創成へ果敢に挑戦する強い目的意識と意欲を持ち、新たな課題を自ら見出し解決してゆく能力と

柔軟な創造力を磨き高めようとする人を求める。 

 

＜ 理 学 専 攻 ＞ 

本専攻は、自然科学に関する深い専門的知識と洞察力を備え、広い視野と高い倫理観を持ち、自ら国際的

に通用する研究を展開できる人材の養成を目的としている。これにより、修了後は自立した研究者として自

らの研究テーマを構築し、最先端の研究を切り開くことのできる人材、あるいは教員や公務員、企業に所属

する高度専門職業人として、理学の専門知識を用いて活躍できる人材の養成を目指す。 

以上のような観点から、本専攻は、次のような人を求める｡ 

○ 自然科学に関する確かな知識と論理的思考によって、課題に取り組むことができる人 

○ 自然科学に高い関心を持ち、学問に精進努力する人 

○ 先端科学の発展とその応用を目指す強固な意志を持つ人 

○ 我が国はもとより世界のリーダーを目指す人 

 

 

＜ 工 学 専 攻 ＞ 

本専攻は、人類の幸福を目指し人間性豊かで活力ある社会を築くため、新しい科学技術の開発や従来技術

の機能的連携・再編を行いながら、多様化する社会環境の変化に対応し得る総合的な教育・研究を行い地域

社会と国際社会に貢献する指導的役割を担う高度な専門性と研究能力を備える先導的な人材の養成を目的と

している。 

以上のような観点から、本専攻は、次のような人を求める。 

○ 希望する専門分野に関連する教育プログラムをより深く学習・研究する意欲を持ち、基礎工学から応用

技術までを含めた総合的先端技術開発に対応するために各分野で必要とされる基礎学力を有する人 

○ 専門的知識を活かして人類繁栄のために貢献し、我が国はもとより世界のリーダーを目指す人 

○ 次世代の高度な科学技術を確固たる倫理観と責任感を持って主体的に発展させ、次代を担う気概と強い

意志を持つ人 

○ 各専門分野における確実な専門性を基本とし、広範な知識とコミュニケーション力をもとに異分野と連

携しながら地域社会や国際社会における諸問題に対して主体的に解決していく意欲を持つ人 

 

大学院自然科学教育部では、各専攻における高い専門性と論理的思考

能力に加え、様々な問題に対し最先端の科学や技術を通して、俯瞰的な

立場から創造力を持って解決できる能力を有し、地域社会と国際社会に

貢献できる人材を養成する。 
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募集人員 

専 攻 名 募集人員 

理 学 専 攻 １２名 

工 学 専 攻 ２４名 

計 ３６名 

（注1）募集人員は、社会人入試（若干名）を含みます。 
（注2）同時に実施される社会人入試を含め、出願できるのは一つの専攻・コース・教育プログラムに 

限ります。複数の専攻・コース・教育プログラムに出願することはできません。 

試験日程等の概要 
 

出 願 期 間 令和６年７月１８日（木）～７月２４日（水） 

合 格 者 発 表 令和６年９月２日（月） 

入 学 手 続 期 間 詳細は令和７年２月上旬頃に郵送する入学手続案内にてお知らせします。 

試験日時・試験科目 

選抜区分 日 時 選抜方法 

一般入試 

社会人入試 
令和６年８月１９日（月）10：00～ 口述試験 

集合場所（9時30分までに入室すること。） 

専攻名 コース・教育プログラム名 
集 合 場 所 

番号 名   称 

理

学

専

攻 

数学コース 71 
黒髪南Ｅ３（理学部３号館） 

４階 Ｄ４０３セミナー室 

物理科学コース 71 
黒髪南Ｅ３（理学部３号館） 

３階 Ｄ３１４物理セミナー室 

化学コース 69 
黒髪南Ｅ１（理学部２号館） 

２階 Ｃ２２８小講義室 

地球環境科学コース 69 
黒髪南Ｅ１（理学部２号館） 

４階 Ｃ４１３講義室 

生物科学コース 71 
黒髪南Ｅ３（理学部３号館） 

２階 Ｄ２０１ 

工

学

専

攻 

広域環境保全工学教育プログラム 58 
黒髪南Ｃ２（工学部１号館） 

３階 ３２６号室（ゼミ室[２]） 

社会環境マネジメント教育プログラム 58 
黒髪南Ｃ２（工学部１号館） 

３階 ３２６号室（ゼミ室[２]） 

人間環境計画学教育プログラム 58 
黒髪南Ｃ２（工学部１号館） 

５階 ５２５ゼミ室 

循環建築工学教育プログラム 58 
黒髪南Ｃ２（工学部１号館） 

５階 ５２５ゼミ室 

先端機械システム教育プログラム 59 
黒髪南Ｃ３（工学部研究棟Ⅰ） 

４階 ４０２教室 

機械知能システム教育プログラム 59 
黒髪南Ｃ３（工学部研究棟Ⅰ） 

５階 ５０２会議室 

機能創成エネルギー教育プログラム 49 
黒髪南Ｗ２（(黒髪)総合研究棟） 

２階 ２０８セミナー室 

人間環境情報教育プログラム 52 
黒髪南Ｗ５（工学部研究棟Ⅳ） 

３階 会議室 

物質生命化学教育プログラム 51 
黒髪南Ｗ４（工学部研究棟Ⅱ） 

２階 国際セミナー室 

物質材料工学教育プログラム 59 
黒髪南Ｃ３（工学部研究棟Ⅰ） 

１１階 １１０３－１図書閲覧室 

※集合場所の番号は熊本大学ウェブサイトの黒髪南地区キャンパスマップの番号による。 

URL: https://www.kumamoto-u.ac.jp/campusjouhou/map_kurokami_2 
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一 般 入 試 
 

 

１． 出願資格 

次の（１）～（６）のいずれかに該当する者 

（１） 修士の学位又は専門職学位を有する者及び令和７年３月３１日までに授与される見込みの者 

（２） 外国において、 修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和７年３月３１日ま

でに授与される見込みの者 

（３） 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は専

門職学位に相当する学位を授与された者及び令和７年３月３１日までに授与される見込みの者 

（４） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し修士の学位又は専門職学位に相

当する学位を授与された者及び令和７年３月３１日までに授与される見込みの者 

（５） 大学を卒業し又は外国において学校教育における１６年の課程を修了した後、大学、研究所等におい

て、２年以上研究に従事した者及び令和７年３月３１日までに従事する予定の者で、 本教育部におい

て、当該研究の成果等により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認め

た者 

（６） 本教育部において、 個別の出願資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の

学力があると認めた者（※１)で、令和７年３月３１日までに２４歳に達しているもの 

 

（※１）（６）の対象者は、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校（外国大学日本分校、外国人学校

など）の卒業者、その他の教育施設の修了者などです｡ 

（注）（５）又は（６）の資格で出願しようとする者は、事前に出願資格認定審査を行うため、９ページ記載

の要領で審査の申請を行ってください｡ 

 

２．選抜方法 

入学者の選抜は、口述試験の成績及び提出書類を総合して判定します。 

なお、 海外在住の受験者に対しては、インターネットを用いたテレビ会議等による口述試験が利用可

能です｡当該口述試験の利用を希望する場合は、出願の際にあらかじめ申し出てください。指導希望教員

が分からないなど、不明な点は、熊本大学自然科学系事務課大学院教務・国際担当(電話 096-342-3013) 

に問い合わせてください｡また、口述試験の内容は、志望する専攻によって以下のとおりです｡ 

 

専 攻 名 口 述 試 験 の 内 容 

理 学 専 攻 

修士の学位又は専門職学位（外国における修士の学位又は専門職学位に相当

する学位を含む）の論文あるいはそれに代わる研究成果の内容と、 入学後の

研究（希望）計画を説明する｡ 

これらの学位を取得見込みの出願者については、研究経過の内容、今後の研

究計画および入学後の研究（希望）計画を説明する｡その後、その説明内容、

志望する研究分野の知識などについて試問を行う｡ 

工 学 専 攻 

修士の学位又は専門職学位（外国における修士の学位又は専門職学位に相当

する学位を含む）の論文あるいはそれに代わる研究成果の内容と、 入学後の

研究（希望）計画を説明する｡ 

これらの学位を取得見込みの出願者については、研究経過の内容、今後の研

究計画および入学後の研究（希望）計画を説明する｡その後、その説明内容、

志望する研究分野の知識などについて試問を行う｡ 
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社 会 人 入 試 
 

 

１. 出願資格 

次の(１)～(４)のいずれかに該当する者 

（１） 修士の学位又は専門職学位（外国における修士の学位又は専門職学位に相当する学位を含む）を修得

後、令和７年３月３１日において、教育研究機関、企業等に２年以上勤務の経験がある者 

（２） 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は専

門職学位に相当する学位を授与された者で令和７年３月３１日において、教育研究機関、企業等に２

年以上勤務の経験がある者 

（３） 大学を卒業し、又は外国において学校教育における１６年の課程を修了した後、大学、研究所等にお

いて２年以上研究に従事した者で、本教育部において、当該研究の成果等により、修士の学位又は専

門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で、令和７年３月３１日において、大学卒業

後、教育研究機関、企業等に４年以上勤務の経験がある者 

（４） 本教育部において、個別の出願資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の

学力があると認めた者で、令和７年３月３１日までに２６歳に達しているもの 

 

（注）（３）又は（４）の資格で出願しようとする者は、事前に出願資格認定審査を行うため、９ページ記載

の要領で審査の申請を行ってください｡ 

なお、（４）の「個別審査」を申請することができる者は、次の①及び②の要件を満たす者とします｡ 

① 短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校（外国大学日本分校、外国人学校など）を卒業又は

その他の教育施設を修了後、教育研究機関、企業等において６年以上研究に従事した者、あるいは

高等学校を卒業後、教育研究機関、企業等において８年以上研究に従事した者 

② 著書、学術論文、学術講演、学術報告、特許等において、修士論文と同等以上の価値があると認め

られる研究業績を有する者 

２. 選抜方法 

入学者の選抜は口述試験の成績及び提出書類を総合して判定します｡ 

なお、海外在住の受験者に対しては、インターネットを用いたテレビ会議等による口述試験が利用可能で

す｡当該口述試験の利用を希望する場合は、出願の際にあらかじめ申し出てください｡ 指導希望教員が分か

らないなど、不明な点は、熊本大学自然科学系事務課大学院教務・国際担当(電話 096-342-3013) に問い合

わせてください｡また、口述試験の内容は、志望する専攻によって以下のとおりです｡ 

専 攻 名 口 述 試 験 の 内 容 

理 学 専 攻 

研究（希望）計画書等の内容について行う｡ 

また、修士の学位又は専門職学位（外国における修士の学位又は専門職学位に

相当する学位を含む｡）を取得している出願者については、修士学位又は専門

職学位論文の内容についても行う｡ 

工 学 専 攻 

修士の学位又は専門職学位（外国における修士の学位又は専門職学位に相当す

る学位を含む）の論文あるいはそれに代わる研究成果の内容と、入学後の研究

（希望）計画を説明する｡ 

これらの学位を取得見込みの出願者については、研究経過の内容、今後の研究

計画および入学後の研究（希望）計画を説明する｡ その後、その説明内容、志

望する研究分野の知識などについて試問を行う｡ 

３. 昼夜開講制 

教育機関・研究機関・企業等の技術者・研究者等の社会人が現職のままで、研修の継続・自己再教育の場とし

て大学院を利用したいという社会的要請に応えて、大学院設置基準第 14 条に定める教育方法の特例(昼夜開講

制)を適用し、昼間だけでなく、夜間等においても授業及び研究指導を行うことがあります｡ 

授業科目は、月曜日から金曜日の第６時限目の授業時間（18時10分～19時40分）及び個々の事情に応じて、土

曜日、フレックスタイム、夏季休暇、冬季休暇や長期休暇等の時間を利用して開講することがあります｡ 

また、研究指導は、研究（希望）計画書に基づき、個々の勤務形態に配慮した教育研究体制をとることにして

います｡ 

したがって、通常の勤務を終えた後、大学に来て授業を受け、研究ができますので、広く社会人のリカレント

教育の推進に貢献できる制度です｡ 
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共 通 事 項 
 

１．出願期間 

令和６年７月１８日（木）～７月２４日（水）１７時（必着） 
これより後に到着したものは、７月２２日（月）までの消印（日本国内）のあるものに限り受け付

けます。 

※郵便事情を考慮して早めに発送してください。 
封筒の表面に「大学院自然科学教育部（博士後期課程）入学願書在中」と朱書きし、「簡易書留速達」

で郵送してください。持参は受け付けません。必ず郵送してください。 
〔問合せ・提出先〕 〒860-8555 熊本市中央区黒髪2丁目40番１号 

熊本大学学生支援部入試課 
（電話）096-342-2148 

２．提出書類等（出願時） 

提出書類等 提出該当者 摘 要 

入 学 志 願 票 全 員 所定用紙：11ページの「記入上の注意」を参照してください。 

写真票・受験票・住所票 全 員 所定用紙 

写 真 （ ２ 枚 ） 全 員 
縦4㎝×横3㎝、上半身脱帽正面向きで出願3か月以内に撮影したも

のを写真票及び受験票に貼ってください｡ 

修士課程修了（見込）証明書 

(オリジナルを提出(コピー不可)) 
全 員 

出願資格認定審査を申請して出願する者は、 学部の卒業証明書を

提出してください｡日本語又は英語で発行されたものに限ります。 

成 績 証 明 書 

(オリジナルを提出(コピー不可)) 
全 員 

学部と大学院の成績証明書（厳封したもの）を１部ずつ提出してく

ださい。日本語又は英語で発行されたものに限ります。 

志 望 理 由 書 全 員 
所定用紙：本教育部を志望する理由並びに指導希望教員の氏名を記

入してください。 

研 究 （ 希 望 ） 計 画 書 全 員 所定用紙：指導予定教員と相談の上、作成してください。 

修 士 学 位 論 文 要 旨 

又 は 研 究 経 過 報 告 書 
全 員 

所定用紙：修士課程修了者は、学位論文の要旨（修了見込みの者

は、研究経過報告書）を提出してください。（2,000字程度） 

なお、これ以外に研究発表など参考となる資料があれば提出してく

ださい。 

研 究 従 事 内 容 証 明 書 該 当 者 
所定用紙：出願資格認定審査を申請して出願する者は、勤務先の指

導者及び機関の長が作成したものを提出してください。 

業 績 報 告 書 社会人入試志願者 

研究（業務）内容の概要(2,000 字程度)を提出してください。（様

式任意）研究論文、特許等の関係資料がある場合は添付してくださ

い。（上記の「修士の学位論文等」で提出する書類と重複する場合

は不要です） 

就 学 承 諾 書 社会人入試志願者 
勤務先の所属長又は機関の長が作成したもの。（様式任意） 

提出できない場合は、 それに準ずるもの。（誓約書等） 

検 定 料 

(検定料受付証明書貼付台紙) 
全 員 

30,000円:所定の払込用紙を使って、銀行又は郵便局の受付窓口で

払い込んでください。 

「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に貼ってく

ださい。6ページ「３．検定料の払込方法」を参照 

受 験 票 返 送 用 封 筒 全 員 
定型封筒（長形3号(23.5cm×12cm)）に郵便番号・住所・氏名を明

記し、344円分（速達料金を含む）の切手を貼ったもの。 

住民票又は在留カードの写し 外 国 人 志 願 者 
住民票又は在留カードの写しを提出してください。出願者以外の世

帯員については、 証明不要です。出願時に日本国内に在住してい

ない者は、パスポートをコピーしたものを提出してください。 
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（注）１．改姓等により、現在の氏名と証明書の氏名が異なる場合は戸籍抄本（コピー不可）を添付してくださ

い。 

２．身体に障がいを有する入学志願者で、受験上及び修学上特別な配慮を希望する場合は、令和6年7月3日

（水）までに自然科学系事務課大学院教務・国際担当（096-342-3013）へ相談してください。 

３．入学後、提出書類及び記載事項に虚偽の記載が発見された場合は、入学を取り消すことがあります。 

４．修士課程修了（見込）証明書及び成績証明書については、オリジナルが１部しか発行されない場合で、

提出後に返還を要する場合はご連絡ください｡ 

５．熊本大学大学院博士前期課程を修了見込みの方は、別途「進学者選考要項」がありますので、熊本大

学自然科学系事務課大学院教務・国際担当までお問い合せください。 

 

３．検定料の払込方法 
(1) 検定料  30,000円 

令和６年度に災害救助法適用地域で被災された方については、入学検定料免除の特別措置を行

っております。条件や手続き等の詳細については、本学ウェブサイトをご覧ください。 

（https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/whatnew/oshirase/280427参照） 

 (2) 払込期間 

令和６年７月１２日（金）～７月２４日（水） 

(3) 払込場所 

銀行又は郵便局の受付窓口 

払込手数料は、志願者本人の負担となります｡ 

※ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用不可｡ 必ず窓口で払い込んでください｡ 

(4) 払込方法 

① 綴じ込みの「検定料払込用紙」に必要事項を記入して、必ず銀行又は郵便局の受付窓口【Ａ

ＴＭ（現金自動預払機）は使用不可】で払い込んでください｡ 

② 払込後、 受付窓口で受領した「検定料受付証明書」を「検定料受付証明書貼付台紙」に確

実に貼り付けて提出してください｡ 

③ 外国から振込みを行う場合は、リフティングチャージにかかわる手数料 2,500 円も志願者

負担となりますので 32,500 円（振込手数料別）を振り込んでください｡リフティングチャー

ジ以外の振込手数料も、全て志願者本人の負担となります。 

その場合、所定の払込用紙は使用できませんので、事前に以下の連絡先へお知らせください｡ 

〔問合せ先〕〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目39番１号 

熊本大学財務部財務課 収入担当 

（電話）096-342-3176 

(5) 出願に際しての留意事項 

① 検定料が払い込まれていない場合又は払込済の「検定料受付証明書」が「検定料受付証明書

貼付台紙」の所定の欄に貼り付けていない場合は出願を受理しません｡ 

② 出願書類を受理した後は、 次の場合を除き、 いかなる理由があっても払込済の検定料は返

還しません｡ 

（ア）検定料を払い込んだが出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受理

されなかった）場合 

（イ）検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

③ 返還にかかる振込手数料は志願者の負担となります。 

 

 

 

日本語又は英語の語学力を   

証明する書類（コピー可） 
外 国 人 志 願 者 

日本語能力認定書（日本語能力試験）、日本留学試験成績確認書又

は成績通知書、TOEIC® Listening & Reading Test Official Score 

Certificate、TOFEL® Official Score Report 等のうちいずれかを提

出してください。 

推 薦 書 任 意 提 出 
出身大学の指導教員又は社会人入試志願者は勤務先の上司が作成し

たもの。（様式任意） 

提出書類等のチェックリスト 全 員 
所定用紙：チェック欄の志願者欄□にチェック（✓）をしてくださ

い。 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi
https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/whatnew/oshirase/280427
https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/whatnew/oshirase/280427
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返還請求の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、返還請求の受付は令和7年3月31日(月)まで（必着）とし、受付日の翌月以降に返還する予

定です。また、返還請求書の到着確認を行いたい場合は、書留や特定記録郵便等で発送のうえ郵

便追跡サービスをご利用ください。返還にかかる振込手数料は志願者の負担となります。 

※外国送金に関する注意点 

 日本国外の金融機関口座への検定料返還を希望する場合は、入試課（nyushi@jimu.kumamoto-

u.ac.jp）へ連絡してください。なお、返還に伴い発生する手数料は全て志願者負担となります。 

 
４．合格者発表 

令和６年９月２日（月） 

合格者には、合格通知書を郵送します。また、参考までに熊本大学のウェブサイト（https://www.kum

amoto-u.ac.jp）に、合格者の受験番号を掲載します。 

なお、ウェブサイトへの掲載は11時頃を予定していますが、当日の通信環境の状況等により遅れる場

合があります。また、多数のアクセスにより、一時的に応答が遅くなったり、回線の障害が発生し閲覧

ができなくなることも予想されますので、ご留意願います｡ 

合格通知書の氏名については、コンピュータに登録する際に慣用字体を用いますので、志願票の表記

と異なる場合があります。また、対応できない場合は、カタカナで表記しますのでご了承ください。 

電話等による合否の照会には一切応じません。 

 
５．入学手続等 

入学手続等の詳細については令和７年２月上旬頃に郵送する入学手続案内にてお知らせします。 

(1) 入学手続 

・入学手続はインターネット入学手続システムを利用して行います。 

・入学手続時の必要経費：入学料（予定額） 282,000円 

なお、入学手続期間中に入学手続をしなかった者は、入学を辞退したものとして取り扱います。 

(2) 授業料 

年額535,800円（前期分 267,900円 後期分 267,900円）（予定額） 

（注）入学時及び在学時に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。 

(3) 災害救助法適用地域で被災した世帯の免除制度について 

災害救助法が適用される災害で、学資負担者が災害救助法適用地域に居住し、被災したことによ

り、入学料及び授業料の納付が困難な世帯の者を対象として、本人の申請に基づき選考のうえ許可

された場合、入学料及び授業料の全額又は半額の納付が免除（半額免除の場合で入学料徴収猶予が

許可された場合は入学料の納付が一定期間猶予）される制度があります。 

※災害発生後1年以内に納付する入学料及び授業料を対象とします。 

問合せ先：熊本大学学生支援部学生生活課経済支援担当 電話 096-342-2126 

(4) 入学料免除・徴収猶予及び授業料免除申請  

入学料免除・徴収猶予及び授業料免除申請資格に該当する者を対象として、本人の申請に基づき

選考のうえ許可された場合、入学料については全額又は半額の納付が免除されるか、若しくは全額

の納付が猶予され、授業料については全額又は半額の納付が免除される制度があります。 

入学料免除・徴収猶予及び授業料免除は、申請者のうち学力基準と家計基準の両方を満たした者

について、本学の予算の範囲内で、家計困窮度の高い者から順に選考を行います。 

①返還請求の理由、②志願者氏名（氏名の右側に押印）、③志望研究科・教育部、④金額、⑤
支払日、⑥連絡先〔郵便番号、現住所、電話番号〕、⑦振込口座〔銀行名、支店名、普通預金
の口座番号、口座名義(ふりがなも記入)、口座名義人と志願者との続柄〕を明記した｢検定料
返還請求書｣(様式自由)を作成し、必ず「検定料受付証明書（台紙貼り付け用）」を別紙に貼
付して速やかに下記送付先に郵送してください。 

送付先 
    〒860-8555 

熊本市中央区黒髪２丁目39番１号 
熊本大学財務部財務課 収入担当 
問合せ先（電話）096-342-3176 
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このうち、入学料及び授業料免除の学力基準は、本人の属する研究科又は教育部における入学試

験の成績が上位２分の１以内の者又は学部等における学業成績が上位２分の１以内の者となり、入

学料徴収猶予の学力基準は、本人の属する研究科又は教育部における入学試験に合格した者となり

ます。 

このため、入学料及び授業料免除においては、学力基準を満たしていない場合は、家計困窮度が

高い状況でも入学料及び授業料免除は許可されません。 

また、入学前１年以内において、学資負担者が死亡し、又は学生若しくは学資負担者が風水害等

の被害を受けたことで入学料及び授業料の納付が困難な世帯の者を対象として、本人の申請に基づ

き選考のうえ許可された場合、入学料及び授業料の全額又は半額の納付が免除（半額免除の場合で

入学料徴収猶予が許可された場合は入学料の納付が一定期間猶予）される制度があります。 

この他にも、新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変したことで授業料の納付が困難

な世帯の者を対象として、本人の申請に基づき選考のうえ許可された場合、授業料の全額又は半額

の納付が免除される制度があります。 

 

６．奨学金 

日本学生支援機構奨学金の申込みを行い、奨学生に採用された場合、第一種奨学金（月額80,000 円、

122,000 円から選択）、又は第二種奨学金（月額 50,000 円、80,000 円、100,000 円、130,000 円、

150,000 円から選択）の貸与を受けることができます。その他、地方公共団体及び民間団体の奨学金制

度もあります。 

 

 

７．国際交流会館入居申込み方法 

外国人志願者で入学後、国際交流会館への入居を希望する者は、次のとおり申し込んでください。入居

期間は、原則として半年以内とします。 

なお、不合格になった場合・空室がない場合には、入居することができません。 

(1) 入居申請について 

以下の本学ウェブサイトで詳細を確認してください。 

（1月上旬ごろ掲載予定） 

募集要項をご確認のうえ、本学の受入責任者（指導教員など）を通じて申請してください。 

【ウェブサイトアドレス】 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kokusaikouryuu/kokusaikouryuukaikan/shinsei 
(2) 入居申請期限 

令和7年1月31日（金）まで 

※変更となる可能性があるため、申し込み前に必ず募集要項をご確認ください。 

(3) 問合せ先 

〒860-8555  熊本市中央区黒髪2丁目40番1号 
熊本大学国際部 国際教育課 
電話    096-342-2160 
ＦＡＸ   096-342-2130 
E-mail  gji-ryugaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

  

mailto:gji-ryugaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp
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８．注意事項 

(1) 出願に当たっては、あらかじめ指導希望教員に連絡をとり、相談してください。指導希望教員が

分からないなど、出願等に関して不明な点があれば、熊本大学自然科学系事務課大学院教務・国際

担当（電話 096-342-3013）へ問い合わせてください。 

(2) 出願書類を受理した後は、記載事項の変更及び検定料、出願書類の返還等はできません。 

(3) 受験の際は、受験票を必ず持参してください。また、携帯電話等の電源は切ってください。 

(4) 口述試験の開始時刻に遅刻した場合は、試験を受験できないことがあります。 

(5) 不正行為をした者の解答は無効とし、以後の受験を認めません。携帯電話等の電子機器類は試験

室に入る前に必ずアラームの設定を解除し、電源を切っておいてください。試験時間中に、これら

を身につけていたり、手に持っていると不正行為となることがあります。試験場において他の受験

生の迷惑となる行為をした場合や、試験監督者等の指示に従わない場合には、不正行為となること

があります。その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為は、不正行為となることがあります。 

(6) 受験票は、入学手続の際にも必要ですので紛失、汚損等のないようにしてください。 

 

９．問合せ先 

受験に関する問合せは、熊本大学自然科学系事務課大学院教務・国際担当（電話096-342-3013）

で受け付けます。 

〔英語での問合せ先〕096-342-3016   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般入試の出願資格（5）又は（6）及び社会人入試の出願資格（3）又は（4）で出願しようとする者は、

出願資格の事前審査を次のとおり行います。 

（1）出願資格審査に必要な書類 

① 出願資格審査申請書〔所定用紙〕 

② 最終学校の卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込証明書 

（日本語又は英語で発行されたものに限ります。） 

③ 最終学校の成績証明書（日本語又は英語で発行されたものに限ります。） 

④ 研究内容証明書（研究期間を記載のこと）〔様式任意〕 
（注）公表論文・研究業績がある場合は、写し及び業績一覧（リスト）を添付してください。 

 

（2）資格審査申請書等の提出期間 

令和６年６月１０日（月）～６月１３日（木）１７時 

 
郵送の場合は、「簡易書留」とし、封筒表面に「大学院自然科学教育部（博士後期課程）出願資格審

査申請書類在中」と朱書きしてください。 

[提出先] 〒860-8555 熊本市中央区黒髪2丁目39番1号 
熊本大学自然科学系事務課大学院教務・国際担当 

（3）資格審査の結果 

資格審査の結果は、審査終了後、本人あてに通知します。 

出願資格の審査 

 

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、入学者選抜で利用するほか、次のとおり利用しま

す。 

（1）合格者の氏名等を入学手続に係る業務で利用します｡ 

（2）入学手続者の氏名等を入学後の学籍管理など修学に係る業務で利用します｡ 

（3）入学手続者及び学資負担者の住所・氏名等を授業料徴収など納入金管理に係る業務で利用します｡ 

（4）入学者選抜で取得した成績等の個人情報を、入学料免除・授業料免除及び奨学生選考など修学支援に係る

業務で利用します｡ 

（5）入学者選抜で取得した成績等の個人情報を、入学者選抜に関する調査・研究等に係る業務に利用します｡ 

 

（注） 本学が取得した個人情報は、法令に基づく場合を除き、出願者本人の同意を得ることなく他の目的で利

用又は第三者に提供することはありません。 

個人情報の取り扱い 



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本大学大学院自然科学教育部博士後期課程  

専攻名 募集人員 選抜区分 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

一般 0 0 0 0

社会人 1 1 1 1

進学者 4 4 4 4

IJEP 3 3 3 2

ＤＤＰ 1 1 1 1

IJEP進学者 1 1 1 1

合計 10 10 10 9

一般 1 1 1 1

社会人 8 8 8 8

進学者 12 12 12 11

IJEP 3 3 3 3

ＤＤＰ 1 1 1 1

IJEP進学者 4 4 4 4

合計 29 29 29 28

一般 1 1 1 1

社会人 9 9 9 9

進学者 16 16 16 15

IJEP 6 6 6 5

ＤＤＰ 2 2 2 2

IJEP進学者 5 5 5 5

総計 39 39 39 37

※表中の「一般」は一般入試、「社会人」は社会人入試、「IJEP」は外国人のための英語による特別コース入試、「DDP」は海外協定校とのダブ
ルディグリープログラムによる入試を示す。全専攻とも社会人入試の募集人員は若干名。

58合計

46工学専攻

12理学専攻

令和6年度（４月入学）  入学試験実施状況表
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出身大学所在地コード(別表1) 

県ｺｰﾄﾞ 県名等 県ｺｰﾄﾞ 県名等 県ｺｰﾄﾞ 県名等 県ｺｰﾄﾞ 県名等 県ｺｰﾄﾞ 県名等 

01 北海道 13 東京都 25 滋賀県 37 香川県 50 外国 

02 青森県 14 神奈川県 26 京都府 38 愛媛県 

 03 岩手県 15 新潟県 27 大阪府 39 高知県 

04 宮城県 16 富山県 28 兵庫県 40 福岡県 

05 秋田県 17 石川県 29 奈良県 41 佐賀県 
 

06 山形県 18 福井県 30 和歌山県 42 長崎県 

07 福島県 19 山梨県 31 鳥取県 43 熊本県     

08 茨城県 20 長野県 32 島根県 44 大分県     

09 栃木県 21 岐阜県 33 岡山県 45 宮崎県     

10 群馬県 22 静岡県 34 広島県 46 鹿児島県     

11 埼玉県 23 愛知県 35 山口県 47 沖縄県     

12 千葉県 24 三重県 36 徳島県         
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専攻コード 専攻名
コース・

教育プログラム

コード
コース・教育プログラム

10 数　学　コース

20 物理科学コース

30 化　学　コース

40 地球環境科学コース

50 生物科学コース

10 広域環境保全工学教育プログラム

20 社会環境マネジメント教育プログラム

30 人間環境計画学教育プログラム

40 循環建築工学教育プログラム

50 先端機械システム教育プログラム

60 機械知能システム教育プログラム

70 機能創成エネルギー教育プログラム

80 人間環境情報教育プログラム

90 物質生命化学教育プログラム

100 物質材料工学教育プログラム

専攻・コース・教育プログラムコード（別表３）

10 理　学　専　攻

20
工　学　専　攻


